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REGIS ARSLANIAN
パートナー

ブラジル大使Regis Arslanianは2017年5月にパートナーへ就任し、Licks
特許法律事務所の政府関係、薬事、国際政策グループの議長に指名さ
れました。 2014年からLicks特許法律事務所の顧問を務めていた時期
があります。

ブラジル政府の主なステークホルダーとの関係を築きながら、官民両
部門の政策決定者との会議、交渉、関連フォローアップの準備に関する
コンサルティング、補助、戦略的アドバイスを提供しています。

2012年までブラジル外務省のキャリア外交官を36年間務め、ドイツと
ベネズエラのブラジル大使館、ニューヨークの国連に赴任しました。 ま
た、ワシントンDCのブラジル大使館で在外公館長（DCM）、ウルグアイで
メルコスール（南米南部共同市場）とLAIA（ラテンアメリカ統合連合）の
大使も務めました。

ブラジリア本省に赴任中は貿易を担当し、貿易政策責任者、ブラジル貿
易交渉長官（2回、世界貿易機構（WTO）を含む）、多国籍・地域・二国間
貿易交渉の事務局長を務めました。

代表的な事例

• 1994～1996年まで、ブラジル政府内と議会関連でブラジル特許法の
承認プロセスの主たる交渉役を務め、最終的にブラジルで医薬品特
許が認められました。

• 米州自由貿易協定（FTAA）交渉とメルコスールと欧州連合の自由貿
易協定（FTA）で、ブラジルの貿易交渉責任者を務めました。これらの
交渉には農産業製品の市場アクセス、政府調達、原産地規則、サービ
ス、投資、知的財産、保護措置、紛争解決が含まれていました。

• さらに、以下のブラジルの商取引交渉責任者も務めました。
— メルコスール特恵関税協定
— 南部アフリカ関税同盟（SACU）
— メルコスールと湾岸協力理事会のFTA交渉
— メルコスールとインドの特恵関税協定
— メルコスールとイスラエルのFTA交渉、ならびに米国とカナダの
市場アクセス貿易協議
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業務分野

• カウンセリングとトランザ
クション

言語

• ポルトガル語
• 英語
• スペイン語
• フランス語
• ドイツ語
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主な功績

• Leaders League — 特許訴訟（2022年）
• 2008～2009年：ブラジル外務省リオ・ブランコ・インスティテュート高等研究課程審査委員会

メンバー、外交官昇進候補者審査担当
• 2009年：ラテンアメリカ貿易連合常任委員委員長
• 2001～2009年：リオ・ブランコ・インスティテュート高等研究課程（ブラジル外務省の外交官ア

カデミー）で20本超の博士論文の調査報告者
• 1990～1994年：国連第二委員会およびイラクに関する国連安全保障理事会のブラジル代表、

国連のブラジル政府代表部顧問に就任（ニューヨーク）
• メリット勲章「Orde Van Oranje-Nassau」（オラニエ＝ナッサウ勲章）、コマンダー階級（オランダ）
• メリット勲章「Bundesverdienstkreuz」、オフィサー階級（ドイツ連邦共和国）
• Ordem do Mérito Aeronáutico、グランドオフィサー階級（ブラジル空軍）
• Ordem do Mérito Aeronáutico、コマンダー階級（ブラジル空軍）
• Medalha do Mérito Santos Dumont（ブラジル空軍）
• Medalha do Pacificador Duque de Caxias（ブラジル陸軍）
• Mérito Militar、オフィサー階級（ブラジル陸軍）
• Mérito Tamandaré（ブラジル海軍）
• Ordem de Rio Branco、グランドオフィサー階級（外務省）
• Medalha do Mérito Farroupilha（Assembleia Legislativa do Estado do Rio Grande do Sul）

所属

• ブラジル国際関係センター（CEBRI）シニアフェロー — リオデジャネイロ
• ブラジル産業連盟（CNI）国際統合常設委員会（COINTER）メンバー — ブラジリア
• サンパウロ州産業連盟（FIESP）貿易委員会（COSCEX）メンバー — サンパウロ
• ブラジル電気・電子工学産業協会上級評議会（ABINEE）メンバー — サンパウロ
• ブラジル貿易協会（AEB）技術顧問 — リオデジャネイロ

学歴

• ブラジル外務省外交官アカデミー、リオ・ブランコ・インスティテュート、大学院課程（1975年）
• グアナバラ州立大学（現リオデジャネイロ州立大学）（UERJ）法学士号（LL.B.）（1974年）

執筆・論文

• ルーラ大統領、米国特許への報復を検討。 元外交官、「さらに悪いことになる」と考察。 
オエスティ雑誌(Revista Oeste)2025年。

• 電子たばこ機器（DEF）: ブラジルのFDAが禁止を維持、今後はどうなるか. Lexology. 2024.
• 電子たばこ機器（DEF）: ブラジルのFDAが禁止を維持、今後はどうなるか. Conjur. 2024.
• ブラジルの新たな産業: 弁護士がこの業界におけるイニシアティブの影響を評価.  

Migalhas. 2024.
• 特許: 法的安全性への脅威. Estadão. 2021.
• 外交政策: 正しく行うことに遅すぎることはない. Folha de S. Paulo. 2021.
• 米国に良いことはブラジルにも良いか. Estadão. 2020.
• パンデミックと世界的生産の再構成 - 産業の機会. Estadão. 2020.
• パンデミック後の脱グローバル化: 二国間協定は力を失う可能性が高い.  

Correio Braziliense. 2020.
u

https://www.lickslegal.com/articles/lula-avalia-quebra-de-patentes-dos-eua
https://www.lickslegal.com/articles/electronic-smoking-devices-defs-brazilian-fda-upholds-ban-now-what
https://www.lickslegal.com/articles/dispositivos-eletronicos-para-fumar-defs-mantida-a-proibicao-pela-anvisa-e-agora
https://www.lickslegal.com/articles/nova-industria-brasil-advogado-avalia-impactos-da-iniciativa-ao-setor
https://www.lickslegal.com/articles/estadao-patentes-ameaca-a-nossa-seguranca-juridica
https://www.lickslegal.com/articles/folha-de-s-paulo-politica-externa-nunca-e-tarde-para-acertar
https://www.lickslegal.com/articles/bom-para-os-eua-bom-para-o-brasil
https://www.lickslegal.com/articles/a-pandemia-e-a-reconfiguracao-da-producao-global-oportunidade-para-a-industria
https://www.lickslegal.com/articles/desglobalizacao-na-pos-pandemia-acordos-bilaterais-devem-perder-forca
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• ポストドーハのブラジル. Valor Econômico. 2016.
• 市場からの孤立. O Globo. 2015.
• 固定特恵貿易協定. Valor Econômico. 2013.
• 戦略的忍耐は今後不要. 外国政策（ブラジル）第1巻3号. 2013.
• 明日についてはどうか. O Globo. 2012.
• ブラジルと南米南部共同市場（メルコスール）との貿易交渉。ブラジルと新世界的無秩序、リオデジ

ャネイロ. 2006年（第18回国家フォーラム）国家フォーラム、先端研究国立研究所（INAE）. 2006.
• ブラジルの特許法改革と知的財産分野における北アメリカの圧力. Foreign Policy（ブラジル）. 

1995.
• 米国国際商取引法の第301条に対する訴えとブラジルに対するその条項の適用. 国際関係学研究所

（IPRI）Alexandre de Gusmão Foundation（FUNAG）ブラジリア. 1994.
• 北米の商業的一国主義. Foreign Policy（ブラジル）. Editora Paz e Terra. 1994.


